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【背景・目的】 
国により、地域がそれぞれの特徴を生かした自律的で持続的な活動を推進し、活力ある社会を作り

上げていくことを目的として「地方創生」が掲げられたことで、地域や地場産品のブランディングが
盛んになっている。こうした中、本県の地域、地場産品のブランディングをデザインの視点から推進
する新たな取組として本研究を実施する。具体的には、①地域固有のデザイン資源の掘り起こし～コ
ンテンツ化とデザインデータベースづくり、②付加価値の源泉となる「山梨らしさ」の構成要素の解
明、③「山梨らしさ」を織り込んだ新たな名産となる地場産品の試作開発の3点に取り組む。 
 
 
【研究・成果等】 

1．地域固有のデザイン資源の掘り起こし～コンテンツ化とデザインデータベースづくり 

1−1 文字資料の収集 

昨年度に引き続き、地域に古くから存在している文字資料の取

材～データ化に取り組んだ。今年度は主に都留市、大月市、韮崎

市、南アルプス市の店舗看板について取材し、現代のデジタルフ

ォントに依らない特徴的な書体であると判断できるもの74件を

撮影～デジタルデータ化した。（図1）今後は取材を継続すると

ともに、収集した文字のデザイン分類を行い、本県の文字デザイ

ンの傾向を一覧できるよう編集する予定である。 

 

1−2 郷土資料コレクション「甲州文庫」からのデザインソース

の抽出 

 昨年度に引き続き山梨県立博物館所蔵資料のデータベースか

ら「広告」「引札」等のデザインに関するキーワード検索により

関連資料の洗い出しを行った。その後、実際の資料を確認し、特

徴的なデザインを含んでいるもの35点を写真撮影、2Dスキャンニ

ングによりデータ化した。今後も引き続き資料群の中から魅力的

なものを探索しデータ化していく予定である。 

 

1−3 Web型デザインデータベース「YAMANASHI DESIGN ARCHIVE」の改修 

 過去7年間の運用管理データを基礎としてデータベースの刷新

に取り組んだ。改修は、①閲覧者の利用頻度の低い機能の削除、

②収録コンテンツが魅力的に見えるような表示への修正、③利用

者とのコミュニケーション機能の搭載等を中心に行った。（図2）

今後はなるべく早く一般公開できるよう、新システムへのデータ

移設を進行する予定である。 

 

2．付加価値を生むローカリティ要素（山梨らしさ）の解明 

2−1 人文科学面からの調査研究 

 県博学芸員による歴史（近世・近現代）・民俗・美術の個別研

究をもとに、情報共有と視点の交錯点を探るための研究会を4回

実施した。これを通じ、各分野に共通する2つのキーワードが確

認された。一つは「甲府の特殊性と多様な山梨」である。 

従来の山梨（甲斐）観とは、甲府を中心とした限定的な地域特 

性である可能性が指摘された。もう一つは「関西文化の影響」 
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（図 1） 取材した看板文字（一例） 

（図 2） 改修したトップページ 



 

 

である。中央線開通以前の歴史・文化形成において、関西地域（特に京都）との人的・物的交流は無

視することはできず、従来言われてきた「江戸の縮小コピーとしての甲斐」というだけではない何か

があると結論づけられた。この事例研究は山梨における複数の文化（「山梨らしさ」）形成拠点の発

見につながる可能性がある。これらは、いずれも従来の山梨観の中では指摘されてこなかった視点で

ある。次年度に向けて上記キーワードによる調査と研究会を継続し、新たな「山梨らしさ」の掲出を

試みる予定である。 
 

2−2 感性工学による山梨県のイメージ構造の解明 

 昨年度実施した本県のイメージ調査（20~75歳の男女900名／40

画像／18印象語対／5段階のSemantic Differential (SD) 尺度）の回

答データをクリーニングし、18の印象語対で表現される意味構造

を明らかにするために因子分析（n=632／最尤法／promax回転）

を実施した。その結果、本県のイメージを説明する因子は4つであ

ることが分かった。（図3）（表1）今後は、被験者の年齢、居住

地の別によって因子分析を行い、より詳細な分析と考察を行う予

定である。 

また、画像の「山梨らしさ」を簡易に評価することができるア

プリケーションの作成を目指し、スマートフォンの画面上に2つ

の画像を同時に並べて表示して、山梨らしい画像を選択してもら

うアプリケーションを作成した。併せて、表示してから選択する

までにかかる時間を計測する機能を組み込み、選択結果と選択時

間をもとに、画像に対する「山梨らしさ」の程度を数値化した。

20名の学生を対象に、このアプリケーションで120枚の画像の評

価を行ったところ、山梨らしさの程度の高い代表的な画像とその

程度が低い画像を区別して選出することができた。また、比較し

た画像の山梨らしさの程度が近いほど選択時間が長くなること

が分かった。 

 

2−3 深層学習による識別モデルの作成 

 2−2で使用した120枚の山梨の風景画像と因子得点データ用い

てディープラーニングによって評価モデル（AI）を作成した。今

後は、学習成果を検証するため、この評価モデルに別の山梨の風

景画像を評価させる予定である。 

また、2－2で作成したアプリケーションによる評価と比較し、「山梨らしい」画像の評価について、

人とAIとの間にどのような差異があるのかを明らかにするよう試みる。 

 

 

【成果の応用範囲・留意点】 
 現在はデータの収集、資料の分析・検討等を行っている段階であり、各種のデータ利用や結果等が
一覧できるようになるのは次年度以降となる。また、プロダクト開発はR5年度に本格実施を予定して
いるため、本報では内容に触れていない。 
 
 
【問い合わせ先】 

 
 
 

所 属  産業技術支援センター 甲府技術支援センター 

代表者 主任研究員 串田賢一 E-mail:kushida-wkp@pref.yamanashi.lg.jp 

 

（図 3） スクリープロット 

（表 1） 各因子と因子負荷量 


